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日本CHO協会では2020年、明日の人事部門・人事業務のあり方を多面的に考えるプログラムを一年
間にわたり展開することに致しました。

新型コロナウイルスの脅威が全世界を震撼させている中、企業は生き残りのため、事業そのものと、仕事
の進め方や意思決定のあり方の変更を余儀なくされており、 人事の役割・機能や優先順位も大きく 変わ
ってくるでしょう。

そうした中で、私たちは日 、々溢れかえるほどの様々な情報やデー タに囲まれ、仕事をしています。人事
の業務においても、様々な情報やデー タの活用が、戦略策定から業務効率化に至るまでの様々な場面に
求められています。しかしながら、HR Techの活用はまだまだハ ードルが高いと感じ、専門家もいない
ため、なかなか具体的な取り組みが始められない企業から、取り急ぎ着手はしたものの活用の仕方やその
効果がわからないと試行錯誤中の企業まで、その実態はまちまちで す。

今回ご案内するセミナーは、新型コロナウイルスが世界を変えてしまいそうな今こそが、既成概念を
外し、これからの人事戦略を再構築する絶好の機会であるとポジティブに捉え、 『デー タ・ドリブン（＝デー タ
に基づく）』 をキ ーワ ードに、皆様と一緒に情報交換する場と考えています。人事部門の変革・改革の必要性を
感じている方、また変革・改革に着手しようとしている方に、是非ともご参加頂きたいプログラムですので、
奮ってご参加下さい。

参加を希望される方は、裏面のURLまたは申込書に必要事項を記載し、お申込み下さい （入会金・年会費・参加費無料）。

〇プログラム

11D〉デー タ ・ ドリブン人事の基盤 ～タレントマネジメントの思考の枠組みとは～ インストラクショナルデザイン
中原孝子氏

llfJ〉世界の先進企業実例から学ぶ、デー タで“科学された人事’'が目指すHRの未来 パナリッ ト ・ ジャパン
小川高子氏トラン ・ チー氏

日時：2020年6月23日（火）15:00-16:30

募集人数： 25名※定員に達した場合はキャンセル待ちとなりますので、早めにお申し込みください。
(1)本セミナーには、ZOOMを利用出来るネットワ ー ク環境からご参加ください。

(2)本セミナーに当日ご参加頂いた方の中から10名様限定で参加出来る、登壇者3氏を囲んだ『オンライン 情報交換会 』を後日開催いたします。
◎開催日時： 2020年7月 2日（木） 16:30~17:30 ◎申込方法： 6月 23日（火）のセミナ ー 終了時にオンライン 申込

〇登壇者のご紹介

株式会社インストラクショナルデザイン

代表取締役 中原孝子氏

〈プロフィール〉 シティバンク、マイクロソフトにて組織·人材開発
マネージャーとして活躍後、2002年5月（株）インストラクショナル
デザインを設立。ATD(Association Talent Development)認
定コンサルタント(CPTD）。エビデンスに基づいたタレントマネジ
メント戦略の策定 や実行に向け た組織開発支援を行っている。
インストラクショナルデザインやパフォ ーマ ンスコンサルティング
分野の日本における第一人者。国際的な講演も多数。昨年6月「デ
ー タ ・ ドリブン人事戦略」(JMAM出版） を翻訳。現在は、ピ—プル
アナリティクスやデジタル時代における人事の役割とアップスキル
支援に注力している。

パナリット・ジャパン株式会社

Founder & CEO 小川高子氏

〈プロフィール〉 新卒でワークスアプリケーションズに入社、その後
Googleへ転職。主に人事分野で採用、人材開発、人事戦略に携わる。
2014年同社でイノベーションアワー ドを受巽後、Google本社人事
戦略室へ移籍し 、多くの全社的な組織改革をリー ドする。

パナリット・ジャパン株式会社

Co-Founder & COO トラン・チ ー 氏

〈プロフィール〉 ボストン・ コンサルティング・ グループ、リクルート 、
GoogleでDX、マ ー ケティング分析、新規車業開発等の推進やコン
サルティングを行う。リクルートでは最年少幹部候補、Googleでは
ア ジアのトップ5研修コーチに選ばれる。

〈メッセ ージ〉 エンゲージメントアセスメントシステムや、組織に所属する従業員の管理と
『見える化」を行うためのタレントマネジメントシステムの導入が進められています。ところ
が、その中には潮流としてのシステム導入そのものを目的化しているケースも多く見受けら
れます。これからの組織にとって「データの活用」は必須です。しかしながら、その文化や戦
略がないために、結果として、システム導入だけに終わっていたり、一つのシステムが示す結
果から施策決定をしていたり、「今」の問題への対処のみに終わっていることはあリません
か？澤略」としてデータを活用するには、組織として共通の人事戦略を考える枠組みが重要
となります。人事は本来、データの宝塵であり、その豊富なデータを活用するための基盤を
持つことが求められています。今回のセッションでは、エビデンスに基づいた人事戦略を考
えるためのフレ ームワ ークと、課題の特定と施策検討には、どのようなデータの組み合わせ
が必要なのかを皆さんと共有致します。

〈メッセ ージ〉 人事業務のデジタル化が進み、益々必然性が訴えられるようになった “ ピ—

プルアナリティクス” ですが、実際のところ、自社にどれだけのメリットがあるのか？どのよ
うなリソースが必要で、どの程度の予算感で進めるべきなのか？人事領域にアナリティクス
を持ち込むことで、自分たちの日々の業務や意思決定はどのように変わるのか？等、具体的
なことは、未だブラックボックスに包まれていると思います。本セッションではGoogleや
Appleなど世界でも最も初期からピ—プルアナリティクスに取り組んできた企業のサクセス
スト ー リ ー や失敗例から、実践的且つ具体的な方法論を学び、自社でピープルアナリティク
スを推進していく上での、はじめの一歩を踏み出すイメ ージを持って頂きたいと考えます。
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